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本との素敵な出会いをしてみませんか 

子ども読書まつり 
 

 図書館では秋の読書週間及び文字・活字文化の日（10月27日）にちなんで、子ども読書まつりを開催し

ます。各図書館を会場に、赤ちゃんからおとなの方までご参加いただけます。皆さんのお越しをお待ちし

ています。地区図書館の開催情報は２面をご覧ください。 

 

 

 

 

〈生涯学習センター内のイベント〉 

 ★わらべうたであそぼう  

年齢別に、ゆったりした言葉とリズムでわらべうたを

うたったり、手遊びをしたりします。 

０・１歳児 13：00～13：30／14：40～15：10 

２・３歳児 13：50～14：20／15：30～16：00 

４～６歳児 13：00～13：30／15：10～15：40 

定員 各回15組 
 

 不 用 図 書 の 無 料 配 布  

図書館で不用になった児童図書等を参加者に再利用し

ていただきます。 

（千葉市在住の方 １人３冊まで） 

13：00～16：00 
 

 なつかしい遊びの広場  

昔の子どもの遊びを、親子で体験しましょう。 

13：00～16：00 
 

 ★ 英 語 お は な し 会  

絵本を英語で読み聞かせします。 

13：00～13：40／14：00～14：40／ 

15：00～15：40 

対象 ５歳児～高校生とその保護者 

定員 各回30人 
 

 アトリウムおはなし会  

紙芝居や大型の絵本の読み聞かせをします。 

13：20～13：50／14：00～14：30／ 

14：40～15：10／15：20～15：50 
 

 ★ 昔 話 の 部 屋  

口伝えで伝承されてきた昔話を、たっぷりと味わって

いただきます。小学生から参加できます。 

13：00～13：40／14：00～14：40／ 

15：00～15：40 

対象 小学生以上 

定員 各回30人以上 

〈中央図書館内のイベント〉 

 主 人 公 ク イ ズ  

絵本や物語の主人公を当てるクイズを行います。 

13：00～16：00 随時 

 

 パ ズ ル で 遊 ぼ う  

ジグソーパズルのピースをうめて、大きな絵を完成さ

せます。 

13：00～16：00 随時 

 

 絵本展示「絵本で世界めぐり」  

世界各国の代表的な絵本を展示します。 

9：30～17：00（10/20(土)～10/21(日)） 

 

 星 空 さ ん ぽ  

「おはなしのへや」で星のおはなしをします。 

13：00～13：10 ／13：30～13：40 

 

 定 例 お は な し 会  

毎週土曜日に行っている年齢別のおはなし会です。絵

本の読み聞かせや素話をします。 

３・４歳児 11：00～11：30 

５・６歳児 14：30～15：00 

小学生   15：00～15：30 
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 主な内容 【1・２面】千葉市図書館読書まつりの紹介 

10／27～11／９は読書週間です。図書館で読書の秋をお楽しみください。 

平成19年10月20日（土）中央図書館

★は応募制です。往復はがきで各図書館宛、ご応募ください。（10/10必着）詳しい応募方法は、館内チラシ、または

『ちば市政だより』10月１日号をご覧ください。 

 

昨年の子ども

読書まつりの

様子 



平成19年10月１日 図 書 館 だ よ り 第23号 千葉市（２） 

子ども読書まつりに参加しよう！（地区図書館） 
 

 

 

 

 ★わらべうたであそぼう     おはなし会 

０・１歳児とその保護者 10：00   ４歳児以上 14：30 

２・３歳児とその保護者 11：00   小学生以上 15：30 

定員 各回10組 10/10必着      定員 各回先着40人 

 

 えほんのじかん         子ども室おはなし会（大型絵本等） 

２・３歳児とその保護者 13：30   14：00／15：00 

 

 図書館クイズ  本を読んでクイズに挑戦してみましょう。 

9：00～17：15 11/30（金）まで 

 ★わらべうたであそぼう 

１歳児と保護者 10：00～10：30 

２歳児と保護者 11：00～11：30 

定員 各回10組 10/10必着 

 

 おはなし会 

３～６歳児 14：00～14：30 

小学生   15：00～15：30 

定員 各回先着25人 

 

 不用雑誌の無料配布 

      10：00～15：00 

 

 

 親子おはなし会 

３・４歳児とその保護者 

15：00～15：30 

５歳児～小学生とその保護者 

16：00～16：30 

定員 各回先着50人 

 

 

 11/8（木）打瀬分館 

 ★大人のためのおはなし会 

大人の方が楽しめる昔話等を語ります。 

13：30～14：30 

対象 一般及び乳・幼児同伴の保護者 

申込 定員50人 10/18必着 

 

 

 

みやこ図書館 
 ★わらべうたであそぼう 

１歳児とその保護者10：00～10：30 

２歳児とその保護者11：00～11：30 

定員 各回10組 11/1必着 

 

 親子で楽しむおはなし会 

３～６歳児 10：30～11：00 

小学生   11：15～11：45 

 

 ★昔の衣装などを 

       着てみましょう！ 

鎧（よろい）や室町時代の女性の 

着物などの着用体験を行います。 

（協力；郷土博物館） 

14：00～15：00 

身長135㎝以上の方 

定員８人 11/1必着 

 

 手作りおもちゃで楽しもう 

     10：00～16：00 

 

 不用雑誌の無料配布 

     10：00～16：00 

 

 紙芝居の部屋 

     13：00～16：00 

 

 

花見川図書館 
 紙芝居・パネルシアター 

9：30／11：30／13：30 

 

 わらべうたであそぼう 

１歳児とその保護者 10：00 

２歳児とその保護者 11：00 

定員 各回10組 直接または電話で。 

 

 おはなし会 

３・４歳児 14：00 

５歳児以上 14：30 

小学生以上 15：00 

定員 各回先着30人 保護者同伴可 

 

 音で読む・指で読む 

～対面音訳・録音図書・点字図書の紹介～ 

     9：30～16：00 

 

 つくって遊ぼう 

     10：00～16：00 

 

 不用雑誌の無料配布 

     10：00～16：00 

 

 著者になるまで 

  （本の出版体験を語る） 

     15:45～16:45 

 

 

若葉図書館 
 ★わらべうたであそぼう 

０・１歳児とその保護者 10：00 

２・３歳児とその保護者 11：00 

定員 各回10組 11/1必着 

 

 親子で楽しむおはなし会 

３・４歳児とその保護者 14：00 

５歳児以上とその保護者 15：00 

定員 各回先着30人 

 

 ★やってみよう図書館の仕事 

図書館の仕事を体験できます。 

14：00～15：30  

対象 小学３・４年生 

定員 ５人 11/1必着 

 

 消防車見学 

子供用消防服の試着もできます。 

10：00～12：00 

 

 絵本パズル「スイミー」 

みんなで「スイミー」を作ります。 

13：00～16：00 

 

 不用雑誌の無料配布 

     10：00～12：00 

★は応募制です。往復はがきで各図書館宛、ご応募ください。詳しい応募方法は、館内チラシ、

または『ちば市政だより』10月１日号をご覧ください。 

10/27（土）緑図書館 11/10（土）稲毛図書館

11/22（木）美浜図書館 

11/17（土） 
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「
蔵
書
点
検
て
何
す
る
の
？
」
 

 
「
蔵
書
点
検
で
○
月
○
日
～
○
日
は
休
館
で
す
。
」
の

お
知
ら
せ
を
見
て
「
そ
ん
な
に
長
い
間
何
す
る
の
？
」

と
不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
蔵

書
点
検
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
蔵
書
点
検
は
「
棚
卸
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
市
民
の

皆
様
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
蔵
書
が
な
く
な
っ
た
り
、

本
来
あ
る
べ
き
場
所
か
ら
移
動
し
た
り
し
て
い
な
い
か

を
点
検
す
る
こ
と
で
す
。

60万
冊
近
い
蔵
書
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
デ
ー
タ
と
つ
き
合
わ
せ

る
た
め
一
冊
ず
つ
ス
キ
ャ
ン
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
上
で
正
し
い
位

置
に
戻
し
、
行
方
知
れ
ず
の
蔵
書

の
捜
索
も
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
が

大
変
な
作
業
で
す
。
散
々
探
し
て
も
見
つ
か
ら
ず
、
他

の
図
書
館
で
見
つ
か
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
年
々
増
加
す
る
蔵
書
の
た
め
本
棚
の
整
理
や
移
動
、

書
庫
の
中
の
古
い
新
聞
・
雑
誌
の
整
理
、
傷
ん
だ
本
の

補
修
・
製
本
、
書
庫
の
清
掃
や
企
画
展
示
の
入
れ
替
え

な
ど
も
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ふ
だ
ん
開
館
時
に
は

で
き
な
い
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。
 
 
 

 
中
央
図
書
館
で
は
、

11月

14日
（
水
）
か
ら

11月

22

日
（
木
）
の
間
、
蔵
書
点
検
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
休
館
に
な
り
ま
す
。
各
地

区
図
書
館
・
公
民
館
図
書
室
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

が
、
中
央
図
書
館
の
図
書
等
の
取
り
寄
せ
は
で
き
ま
せ

ん
。
地
区
図
書
館
・
公
民
館
図
書
室
で
は
、
来
年
２
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
各
図
書
館
ご
と
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
日
程
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
市
政
だ
よ
り
や
館
内

の
掲
示
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

 「
市
民

と
語

り
合
う

会
」
開
催

！
 

 
 

「
家

庭
で

の
地

球
温

暖
化

対
策

」
 

  
今
年
の
天
候
は
、
ま
さ
に
地
球
温
暖
化
を
肌
で
感
じ
さ
せ
ら

れ
、
危
機
感
さ
え
覚
え
る
状
況
で
す
。
 

 
そ
こ
で
、
６
・
７
月
は
｢
地
球
温
暖
化
を
考
え
よ
う
｣
と
い
う

テ
ー
マ
で
企
画
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

の
展
示
に
加
え
、
市
の
環
境
調
整
課
や
地
球
温
暖
化
防
止
推
進

委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
で
、
手
作
り
の
ミ
ニ
エ
コ
ハ
ウ
ス
を
お

借
り
し
、
展
示
し
ま
し
た
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
光
を
当
て
る

と
発
電
し
、
実
際
に
電
気
が
つ
く
と
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
解
説
付
で
し
た
の

で
、
節
電
の
大
切
さ
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。
 

 
さ
ら
に
温
暖
化
防
止
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

環
境

調
整

課
高

瀬
公

治
課

長
を

講
師

に
招

き
｢
家

庭
で

の
地

球

温
暖
化
対
策
｣
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
千
葉
市

の

ＣＯ２等
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
削
減
目
標

は
２
０
１
０

年
度

で

２
０
０
０
年
度
よ
り
６
％
削

減
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
家
庭
で
い
か
に
削
減

で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
使

わ
な
い
時
は
電
気
製
品
の
プ

ラ
グ
を
抜
く
、
省
エ
ネ
電
球

の
使
用
等
、
高
瀬
さ
ん
ご
自

身
が
家
庭
で
実
践
し
て
い
る

こ
と
を
元
に
お
話
が
進
め
ら

れ
、
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
感
心
し
な

が
ら
も
、
早
速
実
践
し
て
み
よ
う
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
、

実
り
多
い
会
に
な
り
ま
し
た
。
 

   
～
千
葉
市
図
書
館
資
料
 

 
 
 
 
有
料
宅
配
サ
ー
ビ
ス
は
じ
め
ま
す
～
 

 
本
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
借
り
た
い
が
、
仕
事
が
忙
し
い
な
ど
、

な
か
な
か
図
書
館
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
れ
な
い
方
、
ま
た
は
荷
物

が
多

く
て

中
央

図
書

館
で

借
り

た
資
料

を
持

ち
帰

れ
な

い
方

(
中
央
図
書
館
の
窓
口
の
み
対
応
)
等
の
た
め
に
、
ご
自
宅
ま
た

は
、
勤
務
先
に
資
料
を
お
届
け
す
る
「
有
料
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

を

10月
２
日
か
ら
始
め
ま
す
。
 

 
千
葉
市
図
書
館
で
は
、
平
成

19年
４

月
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
、

千
葉
市
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
資
料

の
予
約

が

24時
間

い
つ

で
も

で
き

る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
有
料
宅
配
を
ご

希
望
の
方
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電

話
・
窓
口
・
利
用
者
用
端
末
で
も
可
）

で
予
約
し
た
資
料
を
、
中
央
図
書
館
か
ら
宅
配
業
者
経
由
で
自

宅
ま
た
は
勤
務
先
に

送
料

着
払

い
で
配
送
し
ま
す
。
 

 
資
料
の
返
却
は
、
宅
配
便
 

(
利
用
者
払
い
）
、
市
図
書
館
 

・
公
民
館
図
書
室
の
窓
口
、
 

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
（
Ａ
Ｖ
資
料
 

・
紙
芝
居
を
除
く
）
の
い
ず
 

れ
か
の
方
法
で
返
却
し
て
く
 

だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
中
 

央
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
 

く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
℡
０
４
３
（
２
８
７
）
３
９
８
０
 

中中  央央  図図  書書  館館  のの  ペペ  ーー  ジジ  

家庭での地球温暖化対策について語り合

う高瀬氏と市民 

千
葉

市
図

書
館

利
用

者
サ

ー
ビ

ス
あ

れ
こ

れ
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千
葉
市
内
各
町
丁
の
変
遷
を
調
べ
る
た
め
に
適
し
た
資
料
と

し
て
『
絵
に
み
る
図
で
よ
む
千
葉
市
図
誌
（
上
・
下
巻
）
』
（
千

葉
市
史
編
纂
委
員
会
編
、
千
葉
市
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
り
ま

す
。
各
町
丁
が
ど
の
よ
う
に
変
化
を
遂
げ
て
来
た
か
、
図
版
資

料
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
て
お
り
、
出
版
さ
れ
た
当
時
か
ら
過
去

に
遡
っ
て
、
そ
の
様
子
を
探
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
「
弁
天
町
」
は
上
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
弁
天
町
の
航

空
写
真
に
始
ま
り
、
地
形
図
、
地
番
図
、
そ
し
て
明
治
末
期
の

綿
打
池
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
時
代
の
弁
天
町
の
姿
を
、
写
真
、

地
図
、
絵
図
等
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
『
図

誌
』
に
は
各
町
丁
の
由
来
・
変
遷
の
解
説
も
書
か
れ
て
お
り
、

「
弁
天
町
」
と
は
千
葉
公
園
池
畔
の
弁
財
天
に
因
ん
だ
町
名
だ

と
わ
か
り
ま
す
。
一
九
三
六
年
大
字
千
葉
・
登
戸
・
寒
川
の
各

地
域
の
一
部
が
「
弁
天
町
」
と
な
り
、
一
九
六
六
年
「
弁
天
町
」

の
他
に
弁
天
町
、
松
波
二
丁
目
の
各
一
部
を
編
入
し
新
た
に
「
弁

天
三
・
四
丁
目
」
と
し
て
発
足
し
た
と
い
う
解
説
も
あ
り
ま
す
。
 

 
そ
の
後
二
〇
〇
三
年
二
月
一
五
日
に
弁
天
町
の
一
部
が
「
弁

天
一
・
二
丁
目
」
と
い
う
新
町
名
に
変
わ
り
ま
し
た
。
千
葉
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
民
局
市
民
部
区
政
課
）
に
は
最
新
の
住

居
表
示
等
の
情
報
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
新
旧
住
居
表
示
の
比

較
調
査
も
可
能
で
す
。
ま
た
同
課
か
ら
毎
年
発
行
さ
れ
る
『
区

政
概
要
』
内
の
「
区
別
町
名
一
覧
」
に
は
、
区
町
丁
ご
と
に
町

名
の
読
み
仮
名
、
人
口
、
世
帯
数
、
面
積
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
統
計
的
な
視
点
か
ら
各
町
丁
の
現
在
を
知
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

 
ダ
ン
ボ
の
耳

《
図
書
館

Ｑ
＆
Ａ

》
 

 
意
 
見
 
箱
 
 

 
 
～
あ
な
た
の

声
を
お
聴
か

せ
く
だ
さ
い
～
 

  
千
葉
市
図
書
館
で
は
、
館
内
に
意
見
箱
を
設
 

置
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
利
用
者
の
皆
様
か
 

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
 

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

 
意
見
箱
に
投
函
さ
れ
ま
し
た
ご
意
見
は
、
翌
日
館
長
が
目
を

通
し
ま
す
。
ご
意
見
に
つ
い
て
図
書
館
内
で
協
議
の
上
、
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
に
生
か
す
べ
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
千
葉
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
利
用
者
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー
ビ
ス
は
皆
様
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

 
ま
た
皆
様
の
ご
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
図
書
館
内
に
掲
示
も

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
多
か
っ
た
ご
意
見
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式

で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
 

Ｑ
１
 
自
動
電
話
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
。
 

Ａ
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
音
声
の
た
め
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
現
在
改
善
の
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

Ｑ
２
 
館
内
資
料
検
索
機
・
検
索
内
容
が
わ
か
り
に
く
い
。
 

Ａ
 
本
を
検
索
す
る
と
書
棚
の
番
号
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
改

善
を
進
め
て
い
ま
す
。
(
中
央
館
の
み
)
 

Ｑ
３
 
閲
覧
席
に
資
料
持
込
で
学
習
し
て
い
る
人
が
多
く
、
本

来
の
閲
覧
者
が
利
用
し
に
く
い
。
 

Ａ
 
(
中

央
館

の
み
)

10月
２

日
か

ら
２
階

の
閲
覧
席

は
２
階

受
付
で
閲
覧
席
利
用
票
を
受
け
取
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
閲
覧
者
優
先
利
用
の
た
め
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

 
こ
の
他
に
も
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
 

の
ご
注
意
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

丁
寧
な
接
客
を
心
が
け
る
な
ど
利
用
者
 

の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
 

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

 
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
に
対
す
る
、
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
 
お

す
す

め
の

本
（
話
題
の
本
）

 

 

し
ゃ

ば
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
シ
リ
ー
ズ
七
巻
 
刊
行
中
）
 

著
者
・
畠
中
 
恵
 
 
 
新
潮
社
 

 
可
愛
ら
し
い
妖
怪
た
ち
が
描
い
て
あ
る
表
紙

の
本
を

見
か
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
が
こ
の
『
し

ゃ
ば
け

』
シ
リ

ー
ズ
の
本
で
す
。
話
の
舞
台
は
江
戸
。
大
店
の

若
だ
ん

な
一
太

郎
と
、
い
ろ
い
ろ
な
妖
怪
た
ち
が
活
躍
す
る
お

話
で
す

。
生
ま

れ
つ
き
体
の
弱
い
一
太
郎
は
あ
ま
り
外
に
出
ら

れ
ま
せ

ん
。
一

太
郎
の
目
や
耳
の
代
わ
り
を
し
て
く
れ
る
の
が

、
ち
ょ

っ
と
と

ぼ
け
た
妖
怪
た
ち
。
江
戸
で
は
い
ろ
ん
な
こ
と

が
起
こ

り
ま
す

が
、
登
場
人
物
た
ち
は
日
々
成
長
し
ま
す
。
人

情
味
溢

れ
る
お

話
で
す
。
柴
田
ゆ
う
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
も

見
て
い
て
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

鳴
家
（
や
な
り
）
が
た
く
さ
ん
で
て
く
る

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
『
み
ぃ
つ
け
た
』

（
同
シ
リ
ー
ズ
）
も
お
薦
め
で
す
。
 

  
 
 

  

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
 
⑬
 

中
央

図
書

館
の

周
辺

、
弁

天
町

の
昔

の
様

子
と

現
在

ま
で

の

変
遷

を
知

り
た

い
。

 

 

中央図書館の意見箱 
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